
緊急一時避難施設の指定の推進

○ ミサイル攻撃等の際に爆風などから直接の被害を軽減するための一時的な避難先として有効な
コンクリート造り等の堅ろうな建築物や地下施設を緊急一時避難施設として指定

○令和７年度は新たに、計７５施設を指定

○大丸松坂屋や髙島屋などの百貨店の指定や、有楽町駅周辺まちづくり協議会と連携した駅
周辺施設の一体的な指定など、主に民間の商業施設を中心に指定

指定施設数

３５施設民間施設

４０施設公共施設等

７５施設合 計

新規指定施設の内訳

【令和8年3月27日 知事記者会見資料】
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避難行動の普及・啓発

○ Ｊアラート発出時の避難行動「逃げる、離れる、隠れる」の普及・啓発

【リーフレット】 【動 画】

 大型ビジョンへの動画放映（新宿、渋谷など都内７か所）
 都内小中学校、高等学校に対するリーフレット・動画データの配布
 都提供テレビ番組でのＣＭ放送
 郵便局におけるリーフレット掲示（ワイドコラボ協定）
 デジタルサイネージへの掲出（新宿／渋谷）
 都営地下鉄駅舎でのポスター掲出 等
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実践的な訓練の重視

【図上訓練】令和７年10月28日
Ｘ国から１発の弾道ミサイルが発射され
都上空を通過し、一部の部品が落下。
付着していた有毒な液体により人的被害
が発生。国、都、中央区・江東区、関係
機関と連携し、初動対処要領を実施

参加区による講評司令官からの指示

江東区
中央区

【実動訓練】 令和８年２月４日
弾道ミサイルを想定した住民避難訓練
Ｊアラート発令時の初期行動を実際の
緊急一時避難施設を利用して住民に参加
いただき実施
本訓練の特徴
〇 葛飾区と江戸川区の２区同時実施
〇 地域の特性に応じた避難施設の設定
（堅ろうな施設と地下施設）
〇 Ｊアラート（全国瞬時警報システム）
のミサイル警報を防災行政無線により
区全域に放送 地下施設への避難 シェイクアウト

緊急速報メールの確認 堅ろうな施設への避難

葛飾区 葛飾区

江戸川区 江戸川区
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